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SCE・Netにおける社会人向け公開講座活動の歴史

VT523b 化学技術特論1bー社会を支える素材と化学工業



化学工業の役割と特徴
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化学産業（工業）の役割



化学工業の役割と特徴
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出典；平成19年工業統計表「産業編」データ（平成21年4月16日）経産省
http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/result‐
2/h19/kakuho/sangyo/index.html
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出典；平成19年工業統計表「産業編」データ（平成21年4月16日）経産省
http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/result‐
2/h19/kakuho/sangyo/index.html

注；付加価値額＝製品出荷額ー原材料投入額ー減価償却費
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・石油化学系基礎製品（エチ
レン、プロピレン、ブタジエン
などオレフィン類、ベンゼン、
トルエン、キシレンなど芳香
族および一貫して生産される
誘導品）

・ソーダ工業、無機化学工業
（カセイソーダ、塩素など）

・化学肥料（アンモニア、尿素
など）

・汎用プラスチック（ポリエチ
レン、ポリプロピレン、スチレ
ン系樹脂、塩ビなど）

・エンジニアリングプラスチッ
ク、スーパーエンプラ

・合成ゴム

・合成繊維（ナイロン、ポリエ
ステル、アクリルなど）

・電子材料（フォトレジスト、シ
リコンウエハー、液晶ブレンド、
カラーフィルター、液晶ディス
プレイ用フィルムとその材料な
ど）

・医療用樹脂（人工透析器、抗
血栓性カテーテルなど）
・炭素繊維
・逆浸透膜
・高輝度ＬＥＤ

・高吸水性樹脂、トナー樹脂な
ど機能性高分子薬剤

生産品（素
材）の一例

化学工業の分類
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・国内需要分の生産
が輸入との競合の下、
集約されて残る。

・ナフサを出発原料と
する石油化学は海外
移転がさらに進む。

・汎用性の強い製品は海
外移転が進む。

・既存製品の付加価値を
高めた差別化汎用品は
国内での生産が続く。

・全くの新製品は出てこな
い。

・電子機器、情報通信、
輸送用機械、医療福祉
など他分野のニーズに
合う高機能の素材開発
とその生産は続く。

（自動車用蓄電池、燃料
電池、照明用白色ＬＥＤ、
バイオマス燃料、ＥＬテレ
ビ、血液浄化膜、人工血
管ほか）

今後の方向

国内化学工業の今後の方向



情報家電産業における日本の素材の位置づけ
→日本のメーカーの優位性あり。ただしアセンブリーで機能・特
性を出す機能材は韓国＆台湾メーカのシェアが高くなっている。

日本の部品・材料産業
は、国際的に高い技術
力と競争力を有し、高
品質の部品・材料を情
報通信機器や自動車
などの最終製品に提供
し、日本の製造業の国
際競争力を支えている。
（参考：平成18年度「素
形材産業ビジョン」）



韓国は半導体，平面ディスプレイ等の主力輸出品を生産するための中間財
（部品，素材）と資本財（製造設備）を日本に依存しており，慢性的な対日赤字。
２０１０年は過去最大の２．９６兆円、2011年は２．10兆円の赤字

（財務省貿易統計暫定値）

日韓貿易収支 <外務省アジア大洋州局日韓経済室>

２０１１年は東日本大震災や，日本企業の
韓国企業からの部品調達の増大等により
２８６億ドルに減尐



化学工業と
その生産品
を語る科目
の講義内容



SCE・Netが提供する化学プロセス
科目の受講者の推移



化学工業とその生産品を語る科目に
関する受講者の声

• カリキュラムとして良くオーガナイズされていた。
講師の陣容も充実していた。（61歳、男、教員）

• 化学工業の様々なテーマについて、その歴史か
ら最新技術まで網羅されていて非常に興味深
かった。 （31歳、男、化学）

• 化学工業を俯瞰する意味で良い内容である。
（44歳、男、化学）

• 資料がよくまとまっていて分かり易かった。（37
歳、男、プラスチック・ゴム）

• 体系的に素材に関する歴史を学べた。（25歳、
男、公務員）
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